


埼玉県立小児医療センターで昭和 62 年度に入院した極小未熟児は 80 名である。そのうち、

15 名が新生児期ならびに乳児期に死亡した。生存者 65 名のうち 46 名について、神経学

的診察、神経心理学的検査と知能検査を行った。在胎週数の平均は 28.9±3.0 週で、出生

体重の平均は 1091.5±280.Og である。神経学的検査は班会議で検討した方法でチェック

し、知能検査には WPPSI を用いた。


